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深達度mの 癌と多発癌を除き治癒切除された胃癌308例(sln早期胃癌86例,進 行胃癌222例)につい

て,リ ンパ管侵襲 lyとその他の因子との関係について検討した。lyの程度とリンパ節転移率及びリン

パ節転移度とは密接な関係にあった。組織型との関係をみると,ly高 度例は髄様型低分化腺癌に多く

みられ,硬性型低分化腺癌ではlyはあっても,こ れを光顕的に見出しえない例も少なからずあるので

はないかと推察された。胃癌の壁深達度は同じでも,lyの 存在部位が深いものでは, リンパ節転移は

高度となり,予 後も不良となる傾向にあり,lyの 胃壁内存在部位を検討することは胃癌のリンパ行性

転移の量的指標の1つ となり,ひ いては患者予後を示唆する因子の 1つ となるものと考える。

索引用語 :胃痛のリンパ管侵襲,胃 癌のリンパ節転移率,胃 癌のリンパ節転移度,胃 癌の組織型,胃 癌生存率
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はじめに

リンパ管侵襲 (以下ly)のみられる胃癌の予後はそ

うでないものに比べて不良であり,量 的には,lyが 多

ければ多いほど患者の予後が不良になることは,つ と

に知られている事実であるめ力。しかし,lyの存在部位

と予後との関係を論じた研究はあまりみられない.

胃癌におけるlyの存在部位としては,粘膜下層と奨

膜下層が主なものであるが,胃 癌の壁深達度が深くな

ればなるなど,患 者の予後が不良となるように,lyも

その存在部位が胃壁深層になるにつれて,予 後に与え

る影響が出てくるのではないかと思われる。

このような観点から,わ れわれは胃癌のリンパ管侵

襲所見について再検討を加えたところ,若 子の興味あ

る知見が得られたので報告する。
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対象と方法

1978年から1983年までの6年間に鳥取大学第 1外科

で切除された原発胃癌は450例であるが,このうち粘膜

内癌,多発癌及び非治癒切除例を除いた治癒切除例308

例 (sm早期胃癌86例,進 行胃癌222例)を 本研究の対

象とした。切除胃は10%ホルマリン固定後,早 期胃癌

では5血m間 隔の全割切片,進行胃癌では癌巣中央部及

びそれより少し離れた両側の3切片にて組織標本を作

製した。lyの半」定に際しては, リンパ管腔中に癌細胞

群のみられる所見をlyとし,同 時に行ったWeigert

染色により静脈侵襲とは区別した。検索した組織標本

3切片について,lyが全くない場合をlyO,1～3個の

場合をlyl,4～ 6個をly2,7個以上の場合をlysとし

て表わした。

リンパ節については,Hllusを 含む長軸方向の中心

1カ所から組織標本を作製して転移の有無を検索し

た。なお,本 文中に示したリンパ節転移度とは,検 索

したリンパ節総数に対する転移陽性 リンパ節数の割合
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であり,転 移が第 1群 リンパ節にとどまっている場合

には母数を第 1群 リンパ節総数とし,転 移が第 2群 あ

るいは第 3群 リンパ節に及ぶ場合には,母 数をそれぞ

れに対応するリンパ節総数として表わした。その他の

所見の記載はすべて胃癌取扱い規約めに従い,有 意差

検定にはχ
2検定を用いた。

成  績

1.胃 癌の肉眼型及び占居部位とリンパ管侵襲

進行胃癌222例の肉眼型 とlyの 関係をみると (図

1),ly陽 性率はBorrlnann l型 44%(4/9),2型 90%

(45/50), 3型 82%(77/94), 4型 75%(33/44), 5型

66%(19/29)で あり,Bormlalm 2型 , 3型 において

高率で あった。またl y e 陽性率 はB o r r l n a n n  2 型

(40%), 3型 (43%), 4型 (57%)であり,Borrmann

l型ではly3陽性例は全く認められなかった。

次に,癌浸潤が3領域に及が症例を除いた286例の病

巣占居部位とlyの関係をみると(図2),上部胃癌(C)

におけるly陽性率は80%(32/40)で あり,中 部胃癌

(M)の 52%(64/123),下部胃癌 (A)の 57%(70/123)

に比較し有意に高率で(p<0.05), しかもlyの程度も

高度な例が多かった。

2.リ ンパ管侵襲とリンパ節転移率及びリンパ節転

移度

今回対象とした胃癌症例のうち,sm癌 におけるly

陽性率とリンパ節転移率はそれぞれ19.3%,12.5%,

進行癌では76.9%,69.7%で あった。lyの程度とリン

パ節転移率の関係をみると,ly(一)の症例では転移陽

性率は14`8%(18/222)で あったが,ly(十 )例 では

B― ml理

Bc― m2型

的 3型

― m4ヨ

h― m 5ヨ
(口o頌似)

図 2

50           100(ヌ )

占居部位とリンパ管侵襲

上部( C )

中都《

47(1641)

78.6%(147/187)と高率であった。そしてlyの程度が

高度になるにつれてリンパ節転移率も上昇したが,一

方ではly(一)で n(+)症 例 (nl(十)15例,n2(十 )

3例),あ るいは逆にly2やly3でn(~)症 例 (ly2 11

例,ly3 7例)も 少なからず認められた (図3).

次に,lyの 程度とリンパ節転移度の関係をみると

(図4),転移度が40%以 下の場合には,ly。からly3まで

の種々の症例がみられたが,全 体としては転移度が高

度になるにつれてlyの程度も高くなる傾向にあり,転

移度が80%以上の場合にはすべてly3症例であった。

3.組 織型とリンパ管侵嚢

胃癌の組織型のうち乳頭腺癌 (pap),高分化型管状

腺癌 (tubl),中分化型管状腺癌 (tub2)を高分化型と

し,低 分化腺癌 (por)及び印環細胞癌 (sig)を低分化

型として,両 者が混在する場合には,優 勢像をもって

それぞれの優位型として4型 に大別し,lyの程度との

関係を検討した (図5)。ly陽性率は高分化型で53%

(37/70),高分化優位型で66%(37/56),低分化優位型

で70%(49/70),低 分化型で55%(63/115)と 各組織

型間で有意差は認められなかったが,lys陽性率は低分

化型あるいは低分化優位型で高い傾向が認められた。

そこで印環細胞癌を除く低分化腺癌162例の間質量と

lyの関係をみると (図6),ly陽 性率は硬性型で67%

(59/88),中間型で55%(26/47),髄 様型で81%(22/

27)と髄様型において高率であり,特 にly3陽性率は髄

0
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図 6 低 分化腺痛の間質量とリンパ管侵襲

表 3 壁 深達度がss又はse症例におけるリンパ管侵

襲の存在部位とリンパ節転移

図 7 壁 深達度がss又はseのstage III症例におけ

るlyの存在部位からみた累積生存率

かと思われる。そこで胃癌の深達度がss又はseでし

かもly2以上の症例を対象として,lyの 胃壁最深部位

とリンパ節転移率の関係を調べた。lyの胃壁最深部位

がpmに ある例は7例 と少ないため,こ れを除いたly

の最深部位がsmと ssにある例についてみると (表

3),lyの最深部位がsmに ある例ではリンパ節転移揚

性率は82%(32/39)で あったが,ssに lyがみられる

例ではすべてにおいてリンパ節転移がみられた.ま た

lyが smに ある症例では, リンパ節転移率の程度も軽

かったが,lyがssに達する症例ではリンパ節転移率の

程度が高度になり,n3(十 )も 17.6%(6/34)に認めら

れた。同様の傾向はリンパ節転移度においてもみられ

た。
一方これらの症allについてlyの最深部位別に予後

をみると,lyの最深部位がsmに みられる例では,5年

生存率が60.4%であるのに対して,lyがssにみられる

例ではわずかに29.8%であり,lyの 胃壁内存在部位と

患者予後との間には密接な関係のあることが示され

た。このような検討をstage 3症例に限っておこなっ

てみても全 く同様の傾向がみられ,lyの 最深部位が

図 5 組 織型とリンパ管侵襲
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様型で高率であった。

次に,lyと リンパ節転移率の相関しない症例が308

例中36例 (11.6%)に 認められたので, このような例

では痛の組織型に特徴があるかどうかを検討 した (表

1,2).ly(十 )で n(― )症 例は18例 (ly2 11例,ly3

7例 )み られたが,癌 の組織型 との間には一定の傾向

は認められなかった。逆にly(―)で n(十 )症例も18

例 (nl(十)15例,n2(十 )3例 )み られたが,そ の組

織型をみると,低 分化型あるいは低分化優位型が78%

(14/18)を占めており, しかも硬性型が64%と 高率で

あった。

4.リ ンパ管侵襲の胃壁内存在部位とリンパ節転移

lyが胃壁のいかなる部位にみられるかということ

と, リンパ節転移率とは密接な関係があるのではない

表 l ly(十 )で n(一 )症 例 (ly2 11例,ly3 7例 )
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smに ある例 (n=28)で は5生率50.8%で あったが,

ssにある例 (■=27)で は27.3%で あった (図7).

考  察

胃癌の予後を左右する大きな因子として, リンパ節

転移及び奨膜浸潤の有無などがあげられるが, これら

の中でもリンパ節転移は,郭 清の優分が患者の予後に

直接関係する因子として重要視されている。このため,

リンパ節転移と密接な関係にあるlyについては,特に

早期胃癌を対象として多くの研究がなされている。こ

れは早期胃癌では組織像の多様性が少なく,癌 の進展

形式が進行胃痛ほど複雑ではなく,またlyは多くは粘

膜下層に限ってみられるために,一 連のリンパ系進展

の初期像としてとらえやすいためと思われる。しかし,
lyは粘膜下層だけでなく,奨 膜下層にも多く認められ

るので,わ れわれは癌深達度がsm以 下の症例を対象

として,胃 癌のリンパ管侵襲に関する病理組織学的検

討を試みた。

lyが リンパ節転移のはじまりであり,互 いに相関す

るであろうことは想像に難くない。今回の検討でも,

ly(― )症 例におけるリンパ節転移陽性率は14.8%で

あったが,ly(+)で は78.6%と高率になり,lyの 程

度が高度になるにつれてリンパ節転移率も高率となっ

た,一 方,リ ンパ節転移度とlyの程度も密接な関係に

あり,転 移度が80%以 上の症例ではすべてがly3であ

り, これらの予後は極めて不良であった。

胃痛の組織型とリンパ節転移の関係については,従

来より多くの検討がなされているが,諸 家によりその

見解に若子の差がみられる。脇坂りは単純癌の転移率

が高く,間 質量との関係では,硬 性癌が転移しやすく

膠様腺癌や印環細胞癌はリンパ節転移をおこしにくい

と報告し,鈴木ら。は早期胃癌を対象として,低分化腺

痛が他の組織型にくらべて リンパ節転移が高率であ

り,乳 頭腺癌,中 分化型管状腺癌,印 環細胞癌におい

ては有意差はなかったと報告している。また吉野りは

進行癌を合めて検討し,腺 管腺癌のリンパ節転移率が

最も高く乳頭腺癌が最も低く,間 質量からみると硬性

型が転移しやすいと述べている。川日のは,原発巣にお

いて癌組織量の多い組織型がリンパ節転移をおこしや

すく, とくに粘膜層及び粘膜下層に存在する組織型が

高率に転移し,組 織型別では,分 化型と低分化型腺癌

が混在する場合には分化型腺癌の転移率が高く,硬 性

型低分化腺癌及び印環細胞癌では転移をおこしにくい

と報告している。宮本らいも高分化型にリンパ節転移

は多く,低 分化型単独ではリンパ節転移は少ないが,
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低分化型優勢の混合型では高率であったとして,両 者

の癌細胞核 DNA量 パ ターンの相違 を指摘 してい

るり。このように報告者により結果が異なるのは,癌 の

組織分類や対象とした症例の壁深達度がそれぞれ違 う

ことによると思われ,単 純な比較は困難である。われ

われの検討では,lyの 高度な症例が低分化腺癌におい

て高率に認められ,ま た間質量 とlyの関係を調べる

と,ly陽 性率は硬性型の67%に 対 し髄様型では81%と

高率で,と くに ly3陽性率が高いことから,髄様型低分

化腺痛は lyを きたしやすい傾向にあるのではないか

と考えられる。

しかし,ly(―)と診断されたにもかかわらず リンパ

節転移のみられた症例について,そ の組織型を検討す

ると,多 くは低分化腺癌でしかも硬性型であったこと

により,硬性型低分化腺癌では実際にlyはあっても光

顕的に見出しえない例も少なからずあるものと思われ

る.す なわち, リンパ管内に侵入した癌細胞が栓塞様

に一塊としてリンパ管内に存在する状態では,lyと し

て光顕レベルでとらえられるが,硬 性型の低分化腺癌

においては癌細胞が小さくまばらであり,間 質も線維

化が強くリンパ管内皮細胞も識別しにくいため,lyと

して見出し難いものと推察される。

次に,lyの 胃壁最深部位とリンパ節転移及び患者予

後との関係を,壁 深達度 ss又はseの症例について検

討したところ,か なり興味ある結果が示された。すな

わち,lyの最深部位がssにみられる例とsmに みられ

る例を比較すると, リンパ節転移率及びリンパ節転移

度のいずれをみても前者が有意に高く,ま た予後をみ

ても,lyが ssにみられる例は,そ れがsmに みられた

ものに比べて極めて不良であった。以上の事実より,

lyの胃壁最深部位を検討することは胃癌の リンパ行

性転移の量的指標の1つ となり,ひ いては患者の予後

を示唆する因子の1つになるものと思われる。

ま と め

1978年から1983年までの6年間に鳥取大学第 1外科

において手術されたsm胃 癌86例及びそれ以上の壁深

度を示した治癒手術胃癌222例を対象として癌巣内ly

とリンパ節転移,予 後との関係を検討し,以 下の結果

をえた。                  】

1.lyの程度とリンパ節転移率及びリンパ節転移度

とは密接な関係にあった。

2.ly高 度例は髄様型低分化腺癌に多くみられた。

3.硬 性型低分化腺癌ではlyはあってもそれを光顕

的に見出しえない例も少なからずあるのではないかと



推察された。

4.癌 の胃壁深達度は同じであっても,lyの 存在部

位が深いものでは, リンパ節転移は高度 となり,予 後

も不良になる傾向がみられた。

本論文の要旨は第24回日本消化器外科学会総会において

発表した.
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